
別記様式第 1

1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
2 消防設備士又は消防設備点検資格者が点検を実施 した場合は、点検を実施 した全ての者の情報を別記様
式第 3に記入し、添付すること。
3 消防用口費備等又は特殊消防用口費備等ごとの点検票を添付すること。
4 ※印欄は、記入しないこと。

消防用設備等 (特殊消防用設備等)点検結果報告書
年   月   日

殿

届 出 者

住  所

氏  名

電話番号

下記の とお り消防用設備等 (特 殊 消防用設備 等 )の 点検 を実施 したので、消防法第
17条 の 3の 3の 規定に基づき報告 します。

記

防

火

封

象

物

所 在 地 与那原町宇与那原 3179番 地

名    称 与那原町観光交流施設

用    途 (1)頂口・ (公会堂、集会場)

規    模 地 上 4階   地 下 1階    延べ面積 2,905.37 ピ

消防用設備 等
(特殊消防用設
備等)の種類等

消火器具 屋内消火栓設備 自動火災報知設備 非常警報器具及び設備 避難器具 誘導灯及
び誘導標識 防排煙制御設備

※受  付  欄 ※経  過  欄 ※備 考

備考



別記様式第 2

消防用設備等 (特殊消防用設備等)点検結果総括表
(その 1)

名  称 与那原町観光交流施設 防  火
管 理 者

奥那覇 雅美

所 在 地 与那原町宇与那原 3179番 地 点検実施
責 任 者

表示登録会員番号 47-1-0037
株式会社国際ビル産業
代表取締役 酒匂 敏行

点検種別

廻睡巨亜直>総合点検・
(設備等設置維持計画

による点検 )

点検年月日 令不日6年 7月 22日 ～ 6年 7月 22日

設  備  名

点 検 結 果

措 置 内 容 立   会   者

判  定 不良内容

消火器具 不良

※内部等・機器点検は
未実施です

城間 沙貴人

屋内消火栓設備 不良

※消火ポンプ
用吸込み配管
錆進行中 城間 沙貴人

自動火災報知設備 不 良 城間 沙貴人

非常放送設備 不良 城間 沙貴人

避難器具 不良 城間 沙貴人

誘導灯及び誘導標識 不良 城間 沙貴人

備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
2 判定欄は、正常の場合は「良」に、不良の場合には「不良」にO印 を付し、不良内容欄にその内容を記入すること。
3 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。



,

別記様式第2 (その 2)

設  備  名
点 検 結 果

措 置 内 容 立   会   者
判  定 不良内容

防排煙制御設備 不良 城間 沙貴人

良・不良

良・不良

良・不良

良・不良

良・不良

良・不良

良・不良

良・不良

良・不良

備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
2 判定欄は、正常の場合は「良」に、不良の場合には「不良」にO印 を付し、不良内容欄にその内容を記入すること。
3 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。

ノ



別記様式第 3
消防用設備等 (特 殊 消防

用設備等 ) 点検者
一覧表

設 備  名
者検点

金城 安章氏   名1193客勢理添市浦縄 県沖住   所 o98-876-8111電話番号ァレビ 産業際国社
ハ
ム株式社  名

消防設備士
資格 講習受講年月交付知事交付番号交付年月 日種類等 年  月

第    号年  月  日特 類甲  種 年  月
第    号年  月  日1類甲・乙種 年  月
第    号年  月  日2類甲・ 乙種 年  月
第    号年  月  日3類甲・ 乙種 年  月
第    号年  月  日4類甲・ 乙種 年  月
第    号年  月  日5類甲・ 乙種 年  月
第    号年  月  日6類乙  種 年  月
第    号年  月  日7類乙  種

備 考
格者資点検防設備辛肖

資格 有効期限交付番号交付年月 日種類等 年  月  日号第年  月  日種特 R10年 3月 31日142401658号第R4年 8月 17日1

消火器具

昆魯警室皇啓暑塚設備
壌警斧最び誘導標識
防排煙制御設備

R10年 3月 31日242401592 手許第R4年 8月 18日2

設 備  為
者検点

氏   名
住   所

電話番号
社  名

消防設備士
資格 講習受講年月交付知事交付番号交付年月日種類等 年  月

第    号年  月  日特 類甲  種 年  月
第    号年  月  日1類甲・乙種 年  月
第    号年  月  日2類甲・乙種 年  月
第    号年  月  日3類甲・ 乙種 年  月
第    号年  月  日4類甲・ 乙種 年  月
第    号年  月  日5類甲・ 乙種 年  月
第    号年  月  日6類乙  種 年  月

号第年  月  日7類乙  種

備 考
者資格点検設備防消

資格 有効期限交付番号交付年月 日種類等 年  月  日号第年  月 日種特 年 月  日号第年  月  口
第 1     藻重

年 月  日号第年 月  日
第 2  種

備考 控雀歎李塚でEttζ
ttgヒニ髯羊子嫉哲「旨写残



消 火 器 具 点 検
票

典那覇 雅美防 火
管理者

与那原町観光交流施設名  称

城聞 沙貴人立会者

与那原町字与那原 3179番 地所  在 7月 22日令和 6年7月 22日 ～令和 6年′卓馬¥手月日機 器 点 検点検種別 TEL
o98-876-8111

社名

株式会社 国際 ビル産業

住所

沖縄県浦添市勢理客
3-9-11

点 検 者

所属会社

氏名

金城 安章点 検 者

検   結   果点

消 火 器 の 種 別
措 置 内 容

不 良 内 容判 定

/// ノ/A
点 検 項 目

検点器機

○
○設 置 場 所

○
○設 置 間 隔

○
○性応適

//
耐 震   措   置

設

置

状

況

○
○一不表 標   識

○
○本 体 容 器

○
○安 全 栓 の

封

○
○栓全安

○
○使 用 済 み の 表 示 装 置

○
○押 し金 具 ・ レ

バ ~等

○
○ツ   プキ    ヤ

○
○ス

ホ

○ノズル・ホ
~ン・ノズル栓

○指 示 圧 力 計

//
圧 力 調 整 器

//弁全安
○

○
保 持   装   置

//車 輪 (車 載 式 )

//ガス導入管 (車 載式 )

消

火

器

の

外

　

　

形

(その1)

別記様式第 1

備考 1 この
2  辛肖グく

用紙の大きさは、日本

器の種別欄は、該当す

産業規格A4と すること。

るものについて記入する
Aは粉末消火器、Bは泡消火器、

Cは強化液消火器、Dは
と。

3  半噂
酸化炭

定1欄は、正常の場合はO
素消火器、Eはハロゲ

ン化物消火器、Fは水消

印、不良の場合は不良個
数

火器をいう。

を記入し、

4 選択肢のある欄は、該当事項に○印
を付すことの

と。

5 措置内容l開には、点検の際措置した
内容を記入する

不良内蓉欄にその内容を記
入すること。



消火器具 (その 2)

別記様式第 1 ※卿↓紙参照/
○本 体  容  器

//内 筒   等
//液 面 表 示 ※卵I紙参照

・
内
筒
等

本
体
容
器

/
○状性 ※別紙参照

/
○辛肖 火 薬 斉ll 量

消薬

火剤
//ス 器容ガ用圧力日 // ※別紙参照具し 金押タツカ /

○ス
ホ // ※別紙参照

ァレズノ替式ルズ 切ノ式閉開 /
○圧  力  計指  示 //不 装 置表のみ済用使 //調  整  器圧  力

//
むを

Ｉ
Ｌ
Ｔ

ｊ
減
含

安
( // ※別紙参照板封用止防り上粉 /

○ ※別紙参照ハ ツ キ    ン
/

○ガス導入管サィホン管 // ※別紙参照網過ろ /
○能   力放   射

消

火

器

の

内

都

　

等

機

　

能

//
火

台ヒ性圧耐の器辛肖 /
形

外 /
水 量    等

火
層

六

簡
易
消

製造者・々

在嚢穐戻薬あ機能′様検
を請け負つている業者

が居ない為、機能点検未
実施です。 (計25本 )

嚢寄譴員峰警備

　
　
考

校正年月日型   式機 器 名製 造者 名校正年月日型   式機 器 名測

定

機

器
廃  棄  数要 修 理 数合  格  教点  検  数設  置  数器  種  名

0(外形) 0202020 0粉末 6型 (蓄圧式) 0
5

5
5

粉末10型 (蓄圧式)

0
(内部・機能) 0

0
020 0粉末6型 (蓄圧式) 00
0

5
粉末10型 (蓄圧式)

消火器の種別欄は、該
当するものについて記入

すること。 Aは粉末消火器、
Bは泡消火器、Cは強化液消

火器、Dは
備考 1 この用紙の大きさは、 

日本産業規格A4

酸化炭素消火器

判定欄は、正常

Eはハロゲン化物消火器、

の場合はOE日、不良
の場合

Fは水消火器をいう。

は不良イ回数を記入し、

2

とすること。

と。
3

4

5

選IF、肢のあるl関は、該
当事項にO印を付す

と

措置内容欄には、点検
の際措置した内容を記

入する

不良内容欄にその内蓉
を記入すること。



管 理 票消 火 器
点

点

日 令和 6
7月 22 日

与那原町後見光交流施設 備 考判
定

替

日月
膏吉
年

造
月
製
年

造
号
製
番メーカ
~

種 別消 第型  式
5年以上経過○設 置 場 所

番
号 2015o04902ヤマ ト粉末YA-10X23-341 5年以上経過O地下 1階燃料室1 2015o03581ヤマ ト粉末YA-10X23-341 5年以上経過地下 1階発電機室前通路 ○2 2015003569ヤマ ト粉末YA-10X23-341 5年以上経過○地下 1階発電機室3 2015004889ヤマ ト粉末YA-10X23-341 5年以上経過○地下 1階発電機室4 2015o03572ヤマ ト粉末YA-10X23-341 5年以上経過○地下 1階電気室5 2014039141ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経i凸○地下 1階消火ポンプ室前6 2015o03070ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経i邑○地下 1階消火ポン7 2014039139ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○1階エントランス8 2015o03043ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○1階エントランス9 2015o06621ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○1階舞台袖10 2015o03051ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○1階アリーナ11 2015003042ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○1階アリーす12 2015o03052ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○1階アリーナ13 2015003044ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○1階アリーす14 2015o03041ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○1階アリーナ15 2015o03050ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○2階ランニングコ

~
16 2015o03065ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○2階ランニングコ

~
17 2015o03033ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○2階ランニングコ

~
18 2015o03049ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○2階ランニングコ

~
19 2015o03072ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○2階ランニングコ

~
20 2015006623ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○2階 トレー‐ングルーム21 2015o03071ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○2階 トレー手ングル

ーム入日
22 2015003032ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○2階多目的室23 2015o03030ヤマ ト粉末YA-6X23-359 5年以上経過○4階空調機械室前24 2015o03031ヤマ ト粉末YA-6X23-3594階空調機械室25

は・…○
注 )

不良な場合は



(その 1)

男il 式第 2

屋 内 消 火 栓 設 備
点 検 票

典ぷ覇 雅美火

理

与那原町観光交流施設名  称 城間 沙貴人立会者
地番7 913原与那町宇原刃ト与所  在 7月 22日令和 6年7月 22日 ～令和 6年点検年月 日

器 総 合
点検種別 TEL

o98-87
ビル

6-8111

3 -9-11
点 検 者
所 属 会 社金城 安章

氏

点 検 者

製造者名

製造者名
型 式 等

電 動 機

型 式 等
ポ ン プ

検

第備

点

設
検   結   果点 措 置 内 容

不 良 内 容判 定
容 量 等 の 内

容
種 別

点 検 項 目

検点器機

○
種別 地下水槽槽水貯

○nl
量

水
○

上水状
水

○
ボールタツプ方式

給 水 装 置

/
水    位    計

/
圧 力    計

○
バ  ル  ブ  類

水

源

○
地下 1階ポンプ室周 囲 の 状 況

○
ユニツト形外

一不表
○210 「`

A

電圧計・電流計

○
McB60開閉器・スイツチ類

○操作回路 A
ヒ ュ ー ズ 類

○
継  電  器

○
一不 灯表

○
直入方式結 線 接 続

○種接地
D地接

○
予 備 品 等

電

動

機

の

制

御

装

置

プ
　
　
方
　
　
式

ポ

　

　

ン

加

圧

送

水

装

　

置

この用紙の大きさは、日
本産業規格A4と すること。

と1

2

3

4

5

種別・容

判定欄は、

量等の内容1関は、該
当

正常の場合はOF日、

するものについて記
入するこ

不良の場合は×印を記
入し、

選択肢のあるl欄は、該
当事項 tこO印 を付す こと。

備考

措置内蓉欄には、点
検の際措置した内容

を記入すること。

不 良内容欄にその内容
を記入すること。



屋内 (その 2)

別記様式第 2 ○
ポンプ室制御盤周囲の状況

○
才甲今日外    形

○
一不表

○
才甲金日将髪       含ヒ

直
接
操
作
部

○
BFl階～4階共通通路周囲の状況

○ツ チス イル ブ組込ノ内火栓箱V肖外    形
○

一不表
○兼用

機    能

遠
隔
操
作
部

/
周囲の状況 /
外    形

/
機    能

遠
隔
起
動
部 /WPa

設定圧力
圧カスイツチ /WPa
起動用圧カタンク

/ふ/Pa
作動圧力将装       含ヒ

開起
動
閉
用
装水
圧置

起

　

動

　

装

置

○
形外

○
回  転   軸

○
グリス潤滑

軸   受  都
○

フランジ方式
軸  継   手

○
含ヒ機

電
　

動

　

機

○
形外

○
3515rpm

回  転   軸
○

グリス潤滑
軸  受  都

○
グ ラ ン ド 都

○
連成計・圧力計

○L/minWPa
能性

ポ

ン

プ

○50   L

呼   水  槽
○

バ ル  ブ 類
○

ボールタツプ方式
自動 給 水 装 置

○
電極棒減 水 警 報 装 置 錆進行中○

フ 卜 弁

呼
　
水
　
装

置

○
置装験試含ヒ性 /WPa

/WPa

ポ

ン

プ

方

式

一励

圧

架

力

水

水

槽

槽

方

方

式

式

力ll

圧

送

水

装

置

○
開閉弁 減圧機構

た の 置措めの圧減

こ の 用紙の大きさは、日
本産業規格

判 定欄は、正常
の場合

は、該当するものに

は○印、不良の場合

っぃて記入すること。

は×印を記入し、不良

A4と すること。
1

2

3

4

5

種別・容量等の内容
欄

選択肢のある欄は、該
当事項にO印を付すことO

備考

措置内容欄には、点検
の際措置した内容を記

入すること。

内容欄にその内容を記
入すること。



屋内消火栓設備 (そ
の 3)

別記様式第 2 ○
継  手管  ・ 管 ○

つ 具金り具金持支 ○
ブ  類ノミ   ル /

ろ 過  装  置 ○
オリフイス

逃 し  配  管

配
　
管

　
等

○
路通4F 用土FBFl周囲の状況

○
埋込型 8台外    形

○
一不表

消火栓箱

/ホース

30m×

ノズル径

30 mm本1号 消 火 栓

○
ノズル径

ホース

m×
mm本

1号消火栓

夕孝狛掟逐
性作操易
2 号

型広範囲

外

　

　

形
○

操 作   性 O
の 性 台ヒス 耐 圧ホ

ホ

ー

ス

・
ノ
ズ

ル ○
ネジ込式30A

火 栓 開辛肖 閉 弁
○

専用灯不表 ○
ム
ロ
手
メ 事)l 表

一不 灯
○

取説図不の 表法方用使

周 囲 の状 況

形外

表 示  灯
一不表 /
能機

降下装置

屋

内

辛肖

火

栓

箱

等

措   置耐   震 検点ハ
口総

/
置装水送圧力日 /
等幸R警不表 /A
流電転の 運電畜力機 /

状  況運  転

起
動
性
能
等 /WPa

圧   力放   水 /L/min
量

放    水 /
の 措 置めたの圧減

ン

プ

方

式

ポ

/WPa
放 水 圧 力 /L/11in
放  水  量 /
減圧のための措置

高架水槽方式・

圧力水槽方式

製造者名

最少曲げ半径12cm2014年夢甦30× 30A

※易操作性簡易 1号

締切
性台ヒ

０

０

Ａ

Ａ

３

４

枝井製作所 使用圧1,6MPa

98MPa
85MPa

13.

280兌 /m血  24.

備

　
　

考
校正年月日型   式機 器 名製造者名校正年月日型   式機 器 名

シンメイ計器
ヒ
°
トーケ
・―シ
ヾ

日置電機3452絶縁抵抗計

測

定

機

器

この用紙の大きさは、
日本産業規格

種川!・ 容量等の内容欄
1

2
3

4
5

は、該当するものに
ついて記入す

判定 l欄は、正常
の場合は○印、不良

の場合はX印を記入

選択肢のある欄は、 ヨ亥当
事項にO印 を

A4と すること。

付すことO

ること。

し、不良

ること。

備考

措置内容欄には 点
検の際措置した内容

を記入す

内容欄にその内容を記
入すること。



自 動 火 災 報 知
設 備 点 検 栗

典那覇 雅美
理

与那原町観光交流施設名  称 城問 沙貴人立会者

与那原町字与那原 3179番 地所  在 7月 22日令和 6年7月 22日 ～令和 6年点検年月日器 総 合
点検種別I TEL

o98-87ビァレ
6-8111

3-9-1 1
点 検 者
所 属 会 社金城 安章

名

点 検 者

製造者妬 ホーチキ株
式会社

型 式 等
4年1 製2020手シ9-1受第蓄積式)1 信機型 級受P受   信   機

検

名備

点

設 果
点 措 置 内 容

容内良不判 定の 容内量等l 容種卿点 検 項 目
検点器機

○電池一cd蓄1形N閉密 2014年製20-C2.OA形
外

24V  2  AH/5HR一不
表 24.8 V
※端 子 電   圧

※切 替 装   置

※充
置電   装

○
※結

続線   接

（内
蔵
型
）

予
備
電

源

・
非
常
電
源

室内事務1 階の  状  況
周   囲

壁掛型形
外

一不
表

LCD表テト置不 装表の域区戒警 LED    「`
計圧電 ○

チ  類ス   イ   ツ o.5-5.OA
ヒ

ズ  類

※継
器電 /
灯

不表
置装通    話 ○

※結 線 接   続
D種地

接 フフッシユ
警備保障I也・EW停止置柴属附

蓄 積  式 /
ア ナ ログ式 /
二 信 号 式

そ の  他

※火災表示等

/一不
※注

表1雹、

通
回 路    導 /

度  等
設 定 表

一不 温
○

の 不表等動作器矢日感
等ロ

ロロ
予   備

受

　

信

　

機

中

　

継

　

器

その 1)

男ll 式第11

の用紙の大きさは、日
本産業規格 A4と す ること。

す ること。

入し、不良

1

2

3

4

5

6

種別・容量等の内容
欄は、該当するも

のについて記入
内蓉欄にその内容を記

入すること。

判定欄は、正常
の場合は○印、不良の場合

は×F「 を記

選択肢のある欄は、
該当事項に○印 を付

す こと。

措置内蓉欄には、
点検の際措置 した内蓉

を記入す ること。

備 考

票 中※印の欄は、自
動試験機能を有する

ものにあつては記入
不要。



自動
その 2)(

別記様式第11
○

形
外

O
未 警 戒 部

分

○
感 知 区 城

○
性応適

○
機   能   障   害

警

戒

状

況

○
(差動 熱アナログ

ス  ポ  ッ  ト 型

/
空 気 管 式

/
熱電対式・熱半導体

式

分
布
型

/
感 知 線 型

※

熱

感

知

器

○アナログイオン〇ス  ポ  ッ  ト 型

○
型離分

※
煙
感
知
器

/赤外線 紫外線
※炎   感   知   器

/
※多信号感知器

・イ(夏合式感知器

/
遠隔試験機能を有す

る感知器

感

矢日

器

○
周 囲 の 状 況

○
形

外

○
不

表

○
押 し ボ タ ン

・ 送 受 話 器

○
灯

不表

発

信

機

放送連要力/
形

外
放送連動/

取 付 状 態

放送連要力/
等圧立

日

放送連動/一斉 区分 相互 再鳴動

R憶子 動    方   式

音

響

装

置

○
積   機    能※蓄

/
信 号 機 能

※

この用紙の大きさは、
日本産業規格 A4と するこ

と。

1

2

3

4

5

6

種別・容量等
の内容欄は、該当す

るものについて記入
内容欄にその内蓉を記

入すること。

判定欄は、正常
の場合は○印、不良

の場合は×印を記

選択肢のある欄は、
該当事項に○印 を

付す

すること。

入し、不良

と。

措置内容 l関 には、
点検の際措置 した内

蓉を記入す る

は、異常の発生状況、
異常が発生した箇所

の整備状況等を記録
した

自動試験機能を有
するものにあつて

と。

備 考

7 墾岳瞼係茂鳥忌i格 動試験
機能を有するも

のにあつては記入不要。



自動火災報知設備 (そ
の 3)

/
予 備 電 源 ・ 非 常 電

源

/
受 信 機 の 火 災 表

示

/
受 信 機 の 注 意 表

示

/
受信機 '中継器の制御機能

・電路

/
器知感

/
感知器回路・

ベル回路

自

動

試

験

機

能

/
無    線    機

含ヒ

検点ハ
口総

/
作    動日寺同

/
※煙 感 知 器 等

の 感 度

/
地 区 音 響 装 置

の 音 圧

/
※総   合   作   動

製 造 者 名校正年月日

備

考

型 式機  器  名製 造 者 名校正年月日型 式
機 器  名

メーターリレー試験器保守協会HK-3加 熱 試 験 器
炎感知器用作褒九試験器ホーチキい

TSE―A100 リオン加 煙 試 験 器 NA-24
普 通 騒 音 計

外 部 試 験 器
火報工業会

」FA― II― A煙感知器用感度試験器

減光フイルタ
~

測

定

機

器

別記様式第11

1 この用紙の大きさは、

1 亀常恵aa号鷺そ?9
5 措置内容欄には、点検

6 自重力試験機能を有する

iを三ヨ∴ζ喜を:そ
iξ:埜女 3:糸 稜内容欄にそ

の内蓉を記入すること。

こ民£言:≧急1旨三;整星晨
抗i異常が発生した箇所

の整備状況等を記録
した

備 考

7 蟹岳倹偲茂畠忌i箔 動試験機
能を有するものにあ

つては記入不要。



自動 火 災報知設備
(そ の 5)

別記様式第 11

備 考 1 この用紙の大き
さ

2 受信機の表示番号

3 ※ F「 のあるもので

4 点検結果 |〒幻は、正

備考欄 に記入する
こ

5 警戒 区域内の感知

:ζ ¢ゝ「奮盈語徐落昌こ花詣容は

繁桃 個数が 1の 場合、
階 ごとに感知器

の個数を記入す る
こと。

器知感
警 戒 区 域

※ 煙
式

定温式差  動  式
分 離 型

ス ポ ッ ト 型
※ 分布型

光

電

式

光

電

式

イ
オ
ン
化
式

黒

　

　

　

検

結

　

　

　

果

発

信

機

※

地

区

音

響
　
装
　
置

光

電

ア
ナ

ロ
グ

式

蓄

積

非
蓄
積

光

電

ア

ナ

ロ
グ

式

ン

イ
オ

ヒイ
ア

ナ
ロ

グ
式

蓄

積

非
蓄
積

蓄

積

非
蓄
積

ポ

熱

ア

す

ロ

グ

式

ス

ツ

型型

※

感

知

線

型

ス
　

ポ

　

ッ
　

ト

熱

半

導

体

式 型

ス
　

ポ

　

ッ
　

ト

熱

電

対

式

空

気

管

式
○

名   称

1

No.

番

　

　

　

号

7
4

地 下 ○1

8
28

1階事務室側2 ○2
4

10
○1階舞台側3

3
○舞台下4

2

1階北ランニング
コ~ス下

5 ○
2

○11階南ランニングコ
~ス下

6
2

4
2ナ
tト レーニング

“

・多 H的室 lll
○7 2

5
3

○2階舞台側8
4

舞台上部9 ○
3

○3階メンテスペ
~ス

10

3
○4階東側ハト小屋 111

1
5

○4 階空調機械室12 1

アリーナ光電分離西13 8
133

240
計合

備

考



自動 火災報知設備 (そ
の 5)

別記様式第 11

備 考 と この用紙の大きさは、

2 受信機の表示番号又は

3 ※印のあるもので不良

4 点検結果欄は、正常の

ること。
日本工業規格 A4と す

記入す ること。
   :を 記入す ることo警戒 区域 ごとに個数

を

に機器 ごとの点検結

合検の際措置 した内容
はのものは、 (そ の 7)合

は× F「 を記入 し、点
場合は○印、不良

の場

器知感
警 戒 区 域

※ 煙
式

定温式差  動  式
分 離 型ス ポ ッ ト 型

※ 分布型
光

電

式

光

電

式

イ
オ
ン
化
式

点

　

　

　

検

結

　

　

　

果

発

信

機

※

地

区

音

響
　
装
　
置

光

電

ア
ナ

ロ
グ

式

蓄

積

非
蓄
積

イ
オ
ン
化
ア
ナ
ロ
グ
式

光

電

ア

ナ

ロ
グ

式

蓄

積

非
蓄
積

蓄

積

非
蓄
積

熱
ア

ナ

ロ

グ

式

ス

ポ

ツ

ト

型型

※

感

知

線

型

ス
　

ポ

　

ッ
　

ト

ス

ポ

ツ

ト

型

熱

半

導

体

式式

空

　

気

　

管

熱

電

対

式

名   称

No

番

　

　

　

号

○

アリーナ光電分離中14 ○1

アリーナ光電分離東15 ○
2

3階東側ハ ト小屋16 ○
1

EVシ ヤフ ト17 ○
1

2階束階段18 ○
1

2階西階段19 ○
2

4階束階段20

25
2

計合

備

考

5暮 軽 &融 禽碗急え繁協 個数が
1の 場合、階 ごとに感知器

の個数を記入す る
こと。



男1 式 14

1

2

3

4

5

この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。

判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。

選択肢のある欄は、該当事項にO印を付すこと。
措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。

(その 1)

非 常 警 報 器 具 及 び 設 備 点 検 票

名  称 与那原町観光交流施設 火
者理

防
管 典那覇 雅美

所  在 与那原町字与那原 3179番 地 立会者 城問 沙貴人

点検種別 総 合器 点検年月 日 令和 6年  7月 22日 ～ 令和 6年  7月 22日

国際 ビル

3-9-11

TEL
098-876-3111

点 検 者

氏名

金城 安章
者

社検殿
点

所

製造者名 酬JVCケ ンウンド 製造者名操作吉卜・

複合装置

検

名備

点

設 型 式 等 EM E1000 25～ 101号
増 幅 器

型 式 等

点 検 結 果
点 検 項 目

種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容
措 置 内 容

機 器 ′点 検

外 形 密閉形Ni cd蓄 電池 ○

表 一不 24V  6,OAh/5HR ○ 20-F6.0

端 子 電 圧 24 たヽ ○

切 替 装 置 ○

○充 電 装 置 トリクル

非
常
電
源

（内
蔵
型
） 結 線 接 続 ○

周 囲 の 状 況 /
外 形 /

一不表 /

起
動
装
置
機 含ヒ /

/外 形

不表 /
V /電 圧 計

ス  イ  ッ  チ  類 /
/ヒ ズ  類 A

糸匹 電 器 /
一不表 灯 /

結 線 接 続 /
地接 /

/

操

作

部

・

複

合

装

置
予 備 品 等

形外 /
/取 付 状 態

立
日 圧 等 /

ベ
ル
・
サ
イ
レ
ン 鳴 動 方 式 一斉 区分 相互 再鳴動 /

/

非

常

ベ

ル

・

自

動

式

サ

イ

レ

ン

一不表 灯

備考



放

送

設

備

起

動

装

置

周 囲 の 状 況 ○

外 形 ○

押 し ボ タ ン 等 ○

発 信 機 ・ 非 常 電 話 /
自動火災報知設備との連動 ○

ナ曽

幅

器

等

周 囲 の 状 況 1階 事務室内 ○

外 形 ○

表 一不 ○

電 圧 計 LED V ○

ス イ  ッ チ  類 ○

保    護    板 ○

ヒ  ュ ズ  類 A ○

継    電 器 ○

訂… 器 類 ○

表 一不 灯

結 線 接 続 ○

接 地 D種接地工事

回 路 選 択 ○

2以 上 の 操 作 部 等 ○

遠 隔 操 作 器 の 連 動 1階事務室内リモー ト装置有 /
非 常 用 放 送 切 替 ○

※地震動予報等に係る放送切替 O
回 路 短 絡 ○

音 声 警 報 音 ○

火 災 音 信 号 ○

マ イ ク ロ ホ ン

予 備 品 等 ○

ス

ピ

ー

カ

ー

外 形 ○

取 付 状 態 ○
立
日 圧 等 ○

鳴 動 方 式 〇 〇 相互 ⑩ 鬱 ○

音 量 調 整 器 /
表 一不 灯 /

警 ゴ

鐘歩
・ 等

周 囲 の 状 況 /
外 形 /
機 含ヒ /

ヽ

別記様式第14 非常警報器具及び設備 (その 2)

1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること
2種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。
3判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。
4選択肢のある欄は、該当事項にO印を付すこと。
5措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。
6票 中※印のあるものは、消防法施行規則 (昭和36年 自治省令第 6号)第二十五条の二第二項第二号りに
規定する地震動予報等に係る放送を行う場合に限る。

備考



別記株式第14 非常警報器具及び設備 (その 3)

この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。

判定欄は、正常の場合はO印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。
選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。

措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。

1

2

3

4

5

総
△
口 ′点 検

音響 装置 ・ ス ピー カー の音 圧 /

総
△
口 作    動 /

備

考

4F
3F
2F
lF
BlF

天丼埋込
天丼埋込
天丼埋込
天丼埋込
天丼埋込

1

1

12
11
1

壁掛

壁掛

3 ホーン (外):2

天丼露
壁掛 :

3
出
6

ホーン :4
1 壁掛 :8

浪1

定

機

器

機 器 名 型   式 校正年月日 製 造 者 名 機 器 名 型   式 校正年月日 製 造 者 名

普通騒音計 NA-24 リオン

備考



男1 15

1

2

3

4

5

この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。

判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。

選択肢のある欄は、該当事項にO印を付すこと。
措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。

その 1

避 難 器 具 点 検 票

名  称 与那原町観光交流施設 防 火
管理者

典那覇 雅美

所  在 与那原町宇与那原 3179番 地 立会者 城問 沙貴人

点検種別 総 合器 点検年月 日 令和 6年  7月 22日 ～ 令和 6年  7月 22日
社名
株式会社  国際ビル産業

TEL
098-876-8111

点 検 者

氏 名

金城 安章
点 検 者
所 属 会 社 住所

沖縄県浦添市勢理客 3-9-11
設   置   階 2階

設 置 場 所 2階ランニングコース

点 検 結 果
点 検 項 目

種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容
措 置 内 容

機 器 ′点 検

O設 置 場 所 2階ランニングコース

操 作 面 積 等 ○

開 口 菩焉 O
降 下 空 間 ○

周

囲

の

状

況 避 難 空 地 ○

標 識 ○

縦 棒 /
さ ん横 /

突 子 /
結   合   部   等 /

外    形 /
/

可 動 部
機    能

避

難

は

し

ご
つ り 下 げ 金 具 /

外 形 /
調 速 機

機    能 /
調 速 機 の 連 結 部 /
ロ プ /
着 用 具 /

/

緩
　
降
　
機

ロープと着用具の緊結部

/底 板 及 び 側 板

/す べ り 面 の 勾 配

す
べ
り
台 す り手 /

ハ ミす り       や韓 /
ロ プ  本  体 /
結

人
吉「 /

/

器

旦
（

本

　

　

　

体

避
難

ロ
ー
プ つ り 下 げ 金 具

備考



別記様式第15 避難器具点検票 (その 2)

この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。

判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。

選択肢のある欄は、該当事項に○印を付すこと。

措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。

1

2

3

4

5

器
　
　
旦
（
　
　
本
　
　
体

避
難
橋

床 板 、 手 す り 等 /
接

△
回 吉Ь /

可 動 部
外 形 /
機 含ヒ /

避
難
用
タ
ラ
ッ
プ

踏 み 板 、 手 す り 等 /
接

△
蘇El 菩Б /

可 動 部
外 形 /
機        台ヒ /

救
　
　
助
　
　
袋

本 体 布 及 び 展 張 部 材 ○

縫 い 合 せ 部 ○

保護装置(斜降式の救助袋に限る。) /
結

△
口 吉L ○

可 動 部
外 形 ○

機         能 ○

取

付

具

支

持

吉|

取 付 具 O
可 動 部 ○

支 持 音Ь ○

固 定 環 ○

ハ
ツ
チ

上 蓋 /
下 蓋 /
使 用 方 法 の 表 示 /

格 納 状 況
格   納   箱 /
格 納 状 況 /

総    合 点    検

器 具 の 取 付 け 等 /
降 下 /
格 糸内 /

備

　

　

考

※ヘルパー救助袋Ⅱ型 ふV0084号
2階 袋長 :5,75m× 2ヵ 所
袋長 :5.85m× lヵ 所

沢1

定

機

器

機 器 名 型   式 校正年月日 製 造 者 名 機 器 名 型   式 校正年月日 製 造 者 名

トルクレンチ

キャッフ
°
スハナ マルヤマ

備考



避 難 器 具 設 置 覧 表

管理番号 設 置 場 所 製造者 型式番号 製造番号 長  さ 備 考

1 2階多目的室側 (西 ) 仰タカオカ ふ V-008-4号 ヨ≧3997手許 5,751n H27.2

2 2階多目的室側 (東 ) 帥タカオカ ふ V-008-4号 垂 4060手分 5,851n H27.3

3 2階 トレーニング室側 硼タカオカ ふV-008-4号 ヨ≧3998手許 5。 75rn H27.2



(そ の 1)

別記様式第16

備考
とと。

「を桑要と:呆登売碁欄にその内容を記入すること。

>る こと。

誘 導 灯 及 び 誘 導 標 識
点 検 票

典那覇 雅美
理 者

与那原町観光交流施設名  称
城間 沙貴人立会者

与那原町宇与那原 3179番 地所  在
令不日6年  7月 22日令和 6年  7月 22日 ～点検年月日機  器点検種別 TEL
098-87ビル産 6-8111

3-9-11

点 検 者

所属会社金城 安章点 検 者

結   果点   検

種 別
の 容内等量容

措 置 内 容
不 良 内 容判定

通   路避 難 口
点 検 項 目

検点機    器

○/
種   類

○/
視認障害等

○/
外    形

○/一不表

外箱・表示面

○/
外    形

○/
表    不

○/
将髪      含ヒ

非 常 電 源

(内蔵型)

○/
源光

○/
点 検 ス イ ツ チ

○/ズ  類ヒ   ユ

○/
結 線 接 続

○//形外

○//
結 線 接 続

○//台ヒ機

信

号

装

置

等

誘

導

灯



別記様式第16 誘導灯及び誘導標識点検票 (その 2)

と この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
2 種別・容量等などの内容欄は、該当するものについて記入すること。
3 判定欄は、正常の場合はO印、不良の場合は×印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。
4 選択肢のある欄は、該当事項にO印 を付すこと。
5 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。
6 票中※印のあるものは、消防法施行規則 (昭和36年 自治省令第 6号)第28条の 2第 1項第 3号ハ並びに
第28条の 3第 4項第 3号の 2及び第10号に規定する蓄光式誘導標識、「誘導灯及び誘導標識の基準J(平成
11年消防庁告示第 2号 )第 5第 3号 (5)1こ規定する高輝度蓄光式誘導標識に限る。
7 票中※※印のあるものは、電気エネルギーにより光を発する誘導標識に限る。
8 票中※※※印のあるものは、電気エネルギーにより光を発する誘導標識のうち、内蔵型の電源を有する
ものに限る。

備考

誘

導

標

識

外 形 / / /

視 認 障 害 等 / / /

採 光 又 は 照 明 / / /

※ 表 示 面 の 輝 度 / / /

※ 設 置 場 所 の 照 度 / / /

※※ ヒ ュ ー  ズ 類 / / /

※※ 結 線 接 続 / / /

※※※非常電源

外  形 / / /

表  示 / / /

機  能 / / /

備

考

※設置台数は別紙一覧表に記載
※誘導灯信号装置有 (パナソニックFK90024K tt i SllA 21)

測

定

機

器

機 器 名 型   式 校正年月 日 製 造者名 機 器 名 型   式 校正年月 日 製 造 者 名
回路計 1017 共 立



誘導灯設置一覧表
Bl～ 2

(設置階
階 )

誘導標識廊下通路灯通路誘導灯避難日誘導灯
通路日C級B級A級C級B級A級C級B級A級設 置 場 所

1
1

地下 1階
210

1階
25

2階

3階

R階

2811
計ハ

口

FA40336K× 2)パナソニツク製
(正面出入 り日 事務所側

備

考

備考 この用紙の大きさは、
日本工業規格A4と すること。



(その 1)

防排煙制御設備点検票
シャッター・夕

゛
ンハ
・―垂れ壁りF常 錠

。その他 )

典那覇 雅美火
者理

防
管

与那原町観光交流施設名   称

城間 沙貴人立 会 者

与那原町字与那原 3179番 地所   在
令和 6年7月 22日 ～令和 6年

7月 22日
点検年月日総 合点検種別

ビ ル 098-876-811
TEL

2424015922種
3-9-11

点 検 者

所属会社氏
章

点 検 者

ホーチキ株式会社連動制御盤 ム
ロ

連動操作盤 ム
ロ

設
　
置
　
数

型
　
式
　
等

製

造

者

名操 作 盤動

連制

作,

点 検

設備名

結   果点  検 措 置 内 容

不 良 内 容判定
種別・容量等の内容点 検 項 目

検点器機

○
密閉形Ni Cd蓄電池形外

20-AA600A  2014年 製
○24V  O.6AH/5HR一不表

(

予備電源・

非常電源

○
周 囲 の 状 況

○
形外

○
作重力・確認表示装置

○
電   圧   計

○
ス イ ツ チ 類

○
一不表

予 備 品 等

連 連

動 動

制 中

御 継

器 器

/
周 囲 の状 況

/
形外

手動開閉装置

○
形外

○
感 知 区 域

○
適  応  性

○
機  能  障  害

感

知

　

　

器

ヒ

ユ
ー

ズ

メ

タ

ル

等

自

動

起

動

装

置

○
周 囲 の 状 況

○
形外

○
取 付 状 態

自動閉鎖装置

/
形外

/
取 付 状 態

音 装

響 置

考 種別・容1

2
3
判定l〒幻は、正常の場合は

○F「 、不良の場合は×印を記
入し、不量等の内容欄は 言ツ案当するも

のについて記入すること

すること。

良備

措置内容欄には点検
の際措置した内容を記入

内容欄にその内容を記入する
こと。



防排煙市陸闘  (その2)

予 非 ⌒

備 常 内

電 電 蔵

源 源 型

端 子 電 圧 26.7V ○

切 替 装 置 ○

充 電 装 置 ○

結 線 接 続 ○

※

連 連

動 動

制 中

御 継

器 器

ス イ ッ チ 類 /

ヒ ズ 類 /

継   電   器 /

表 一不 灯 /

結 線 接 続 /

接 地 /

附 属 装 置 /

作 動 表 示 /

確 認 表 示 /

回 路 導 通 /

※ 手 動 開 閉 装 置 /
※
自動
動装
起置

感

知

器

熱 感 知 器 /

煙 感 知 器 /

※ 自 動 閉 鎖 装 置 /

※ 音 響 装 置 /
総

△ ′点 検

同   時   作   動 /

煙 感 知 器 感 度 /

総 合 作 動 /

西己

線

絶

縁

抵

抗

電 源 回 路 MΩ /

感 知 器 回 路 WI Ω /

制 御 回 路 MΩ /

附 属 回 路 MΩ /

備

　

　

考

測

定

機

器

機 器 名 型   式 校正年月日 製 造 者 名 機 器 名 型   式 校正年月日 製 造 者 名

加煙試験器 TSE一 A100 ホーチキll利

備 考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4と すること。
2 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること,
3 判定欄は、正常の場合は○印、不良の場合は×印を記入し、不良内容′閥にその内容を記入すること
4 措置内容には、点検の際措置した内容を記入すること。
5 ※印のあるものにあつては、 (その 3)の措置数欄に表示回路ごとの数量を記入すること。



防排煙制御設備 (そ の 3)

,

防排煙制御設備点検票  (⊂疫頚ヤッター・夕・が―垂れ壁・非常錠。その他 )
表 示 回 路 設 置 数 総合点検 点

検

結

果

措置内容

番
　
　
号
　
　
陥

名   称

連

動

中

継

器

手

動

開

閉

装

置

自動起動装置 自動閉鎖装置 音

響

装

置

※ 煙感知器

感知器 防

　

火
　
　
一扉
　
　

③

防

　

火
　
　
一屏
　
　
⑪

ン

ヤ

ツ

タ

I

ダ

ン

パ

|

垂
　
　
　
れ
　
　
　
壁

非
　
　
常

　
　
錠

そ
の
他

製造番号

感

　

度

熱

感

知

器

煙知感器

イ

オ

ン

化

式

光
　
　
電
　
　
式

濃

度

△ヽ′

1 1階防火戸南 1 1 ○

2 1階防火戸北 1 1 ○

3 2階防火戸 1 1 O

計
△
向 3 3

備

考

1 ○印、不良の は × 入

記入できない場合「備考」欄に詳細を記入する。
2 連動制御回路の回路ごとに数量を記入すること。
3 ※印のあるもので不良のものは、製造番号を記入すること。

1こ る こ



)

与那原町観光交流施設   御中

件 名  空調設備保守点検

建築物名称  与那原町観光交流施設

点 検  日  令和7年 8月 29日

浦 添 市

株 式会社

TEL(0

X輩ホム

FAX (



パッケージ形(マルチ)空調調和機  定期点検

GHP-11アリーナ系統

29日

津波古・野国・

型式妬 設置場所 備考

使
用
機
種

室外機ユニット YGZP560」 4階外部 No.1

室外機ユニット YGZP560」 4階外部 No.2

室内機ユニット YZFVPl120M 4階空調機械室

分電盤 室内機 屋上 機械室 3Pl

室外機 屋上 屋外 8P3

測定項目 単 位 室外機 No.1 室外機 No.2 室内機

電気回路
運転電圧 V 207 207 207

運転電流 A 2.2 1.6 15.2

絶縁測定
圧 縮 機 MΩ 100 100

送 風 機 MΩ 100 100 100

冷媒圧力
高圧圧力 Mpa

低圧圧力 Mpa

点検項目 判 定 備考欄

室
内
機

ユ
ニ
ツ
ト

フィルターの状態 ○

熱交換器、汚れ・損傷等の状態 ○

ドレンパン及び排水状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモーターの運転状態 ○

ベルトの張り及び損傷等の状態 ○

ベアリング、異音等の状態 ○

リモコンスイッチの状態 ○

パネルの汚れ状態 ○

外観の状況 O
加湿器の作動確認

加湿器の汚れ・損傷等の状態

点検項目 判 定 備考欄

熱交換器の汚れ・腐食・損傷状態 ○

圧縮機の振動・異常音状態 ○

ネジ。ナットの緩み ○

ファンモータの運転状態 ○

自動制御ユニットの状態 ○

クランクケースヒータの状態 O
圧力開閉器の状態 O
保護装置の状態 ○

架台固定ボルトの緩み ○

油漏れ ○

室
外
機

ユ
ニ
ン
ト

冷媒ガス漏れ ○

、× =



パッケージ形(マルチ)空調調和機  定期点検

GHP l-2アリーナ系統

:日 令和7年 8月 29日

i者 津波古・野国・喜久里。営問

型式名 設置場所 備考

使
用
機
種

室外機ユニット YGZP560」 4階外部 No.3

室外機ユニット YGZP560J 4階外部 No.4

室内機ユニット YZFVPl120M 4階空調機械室

分電盤 室内機 屋上 機械室 3Pl

室外機 屋上 屋外 3P3

測定項目 単 位 室外機 No.1 室外機 No.2 室内機

電気回路
運転電圧 V 207 207 207

運転電流 A 3.1 1.44 15,4

絶縁測定
圧 縮 機 MΩ 100 100

送 風 機 MΩ 100 100 100

冷媒圧力
高圧圧カ lヽpa

低圧圧力 Mpa

点検項目 判 定 備考欄

室
内
機

ユ
ニ
ツ
ト

フィルターの状態 ○

熱交換器、汚れ・損傷等の状態 ○

ドレンパン及び排水状態 ○

ネジ・ナントの緩み ○

ファンモーターの運転状態 ○

ベルトの張り及び損傷等の状態 ○

ベアリング、異音等の状態 ○

リモコンスインチの状態 ○

パネルの汚れ状態 ○

外観の状況 〇

加湿器の作動確認

加湿器の汚れ・損傷等の状態

点検項目 判定 備考欄
熱交換器の汚れ・腐食・損傷状態 ○

圧縮機の振動・異常音状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモータの運転状態 ○

自動制御ユニットの状態 ○

クランクケースヒータの状態 ○

圧力開閉器の状態 ○

保護装置の状態 ○

架台固定ボルトの緩み ○

油漏れ ○

室
外
機

ユ
ニ
ツ
ト

冷媒ガス漏れ ○

× =



パッケージ形(マルチ)空調調和機  定期点検

GHP-13アジーナ系統

t日 令和7年 8月 29日

t者 津波古・野国。喜久里・首間

型式名 設置場所 備考

使
用
機
種

室外機ユニット YGZP560」 4階外部 No.5

室外機ユニット YGZP560」 4階外部 No.6

室内機ユニット YZFVPl120M 4階空調機械室

分電盤 室内機 屋上 機械室 3Pl

室外機 屋上 屋外 3P3

測定項目 単 位 室外機 NO.1 室外機 No.2 室内機

電気回路
運転電圧 V 207 207 207

運転電流 A 1.42 1.3 15.3

絶縁測定
圧 縮 機 MΩ

送 風 機 MΩ

冷媒圧力
高圧圧力 4ヽpa

低圧圧力 Mpa

点検項目 判 定 備考欄

室
内
機

ユ
ニ
ツ
ト

フィルターの状態 ○

熱交換器、汚れ・損傷等の状態 ○

ドレンパン及び排水状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモーターの運転状態 ○

ベルトの張り及び損傷等の状態 ○

ベアリング、異音等の状態 ○

ヅモコンスイッチの状態 ○

パネルの汚れ状態 ○

外観の状況 ○

加湿器の作動確認

加湿器の汚れ・損傷等の状態

点検項目 判定 備考欄
熱交換器の汚れ・腐食・損傷状態 ○

圧縮機の振動・異常音状態 ○

ネジ。ナットの緩み ○

ファンモータの運転状態 ○

自動制御ユニットの状態 ○

クランクケースヒータの状態 ○

圧力開閉器の状態 ○

保護装置の状態 ○

架台固定ボルトの緩み ○

油漏れ ○

室
外
機

ユ
ニ
ツ
ト

冷媒ガス漏れ ○

×



パッケージ形(マルチ)空調調和機  定期点検

GHP l-4ア リーナ系統

こ日 令和7年8月 29日

こ者 津波古・野国・喜久里・営間

型式名 設置場所 備考

使
用
機
種

室外機ユニント YGZP560J 4階外部 No.7

室外機ユニット YGZP560J 4階外部 No,8

室内機ユニット YZFVPl120M 4階空調機械室

分電盤 室内機 屋上 機械室 3Pl

室外機 屋上 屋外 8P3

測定項目 単 位 室外機 No,1 室外機 No.2 室内機

電気回路
運転電圧 V 207 207 207

運転電流 A 1.4 1.32 15。 4

絶縁測定
圧 縮 機 MΩ 100 100

送 風 機 MΩ 100 100 100

冷媒圧力
高圧圧力 4ヽpa

低圧圧力 Mpa

点検項目 判 定 備考欄

室
内
機

ユ
ニ
ツ
ト

フィルターの状態 ○

熱交換器、汚れ・損傷等の状態 ○

ドレンパン及び排水状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモーターの運転状態 ○

ベルトの張り及び損傷等の状態 ○

ベアリング、異音等の状態 ○

ジモコンスインチの状態 ○

パネルの汚れ状態 ○

外観の状況 ○

加湿器の作動確認

加湿器の汚れ・損傷等の状態

点検項目 判 定 備考欄

熱交換器の汚れ・腐食・損傷状態 ○

圧縮機の振動・異常音状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモータの運転状態 ○

自動制御ユニットの状態 ○

クランクケースヒータの状態 ○

圧力開閉器の状態 ○

保護装置の状態 ○

架台固定ボルトの緩み ○

油漏れ ○

室
外
機

ユ
ニ
ツ
ト

冷媒ガス漏れ ○

×



パッケージ形(マルチ)空調調和機  定期点検

GHP-2 アリーナ系統

こ日 令不日7年8月 29日

1者 津波古・野国。喜久里・営間

型式名 設置場所 備考

使
用
機
種

室外機ユニット YGZP560」 4階外部

室内機ユニット YZCPl12MC 2階多目的室

室内機ユニット YZCPl12MC 2階多目的室

室内機ユニット YZCPl12MC 2階トレーニング室

室内機ユニット YZCP140MC 2階トレーニング室

室内機ユニット YZCP140MC 2階トレーニング室

分電盤 2階 自販機隣 EPS 2PlG

測定項目 単 位 室外機

電気回路
運転電圧 V 207

運転電流 A 1.3

絶縁測定
圧 縮 機 MΩ 100

送 風 機 MΩ 100

冷媒圧力
高圧圧力 Mpa

低圧圧力 Mpa

点検項目 判 定 備考欄

室
内
機

ユ
ニ
ツ
ト

フィルターの状態 ○

ホコジ、カビによる内部の汚れが酷くなっております。

分解洗浄をお勧めします。

熱交換器、汚れ・損傷等の状態 ×

ドレンパン及び排水状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモーターの運転状態 ○

ベルトの張り及び損傷等の状態
ベアリング、異音等の状態 ○

リモコンスイッチの状態 ○

パネルの汚れ状態 ○

外観の状況 ○

加湿器の作動確認

加湿器の汚れ・損傷等の状態

点検項目 判 定 備考欄

熱交換器の汚れ・腐食・損傷状態 ○

圧縮機の振動・異常音状態 〇

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモータの運転状態 〇

自動制御ユニットの状態 ○

クランクケースヒータの状態 ○

圧力開閉器の状態 ○

保護装置の状態 ○

架台固定ボルトの緩み ○

油漏れ ○

室
外
機

ユ
ニ
ツ
ト

冷媒ガス漏れ ○

、× =



パッヶ―ジ形空調調和機  定期点検

CK-4-1 1階事務室、医務室

備考欄
判定点検項目
○傷状態損腐食熱交換器の汚れ

○立
日常 状態異振動圧縮機の

○
ネジ・ナントの緩み

○
ンモー の 運転状態タアフ

○ユ ニ 態の状トツ制御動自
○

ン ― タス ヒ の状態クケークラ

○
圧力開閉器の状態

○
保護装置の状態

○みの緩ル ト定ボ固
ム
ロ架

○
油漏れ

○

室
外
機

ュ
ニ
ツ
ト

冷媒ガス漏れ

備考欄
判 定点検項目
○フィルターの状態
○の状態損傷等れ汚熱交換器
○ミし/ノ 水状態ン び排及レド

○
ネジ・ナットの緩み

○ンモー の 運転状態タフ ア

態傷等の状び損
^ミ
ル 及張り卜の

○ング のフベ 状態音等異ア リ

○
ンコ のツチスイ 状態モリ

○パネルの汚れ状態
○

外観の状況

加湿器の作動確認

室
内
機

ュ
ニ
ッ
ト

の 状態傷等れ 損辛看加湿器の

室外機
単 位測定項目 207
V運転電圧

4.9
A運転電流

電気回路

100
MΩ圧 縮 機

100
MΩ送 風 機

絶縁測定

Mpa高圧圧力

Mpa低圧圧力
冷媒圧力

29日87

古・野国 里

備考
設置場所型式名
1階正面外部

PuZ―ERP45SKA7室外機ユニツト

1階事務室、医務室PL一ERP45EA2室内機ユニツト

1階事務室
分電盤

使
用
機
種



パッヶ―ジ形空調調和機  定期点検

CK-1-1・ 1-21階控室

備考欄
判定点検項目

○傷状態損腐食の 汚れ。熱交換器
○状態

立
日異常振動縮機の圧

○ネジ。ナットの緩み
○ンモー 態の運転状タフ ア

○制御ユニ の 状態トツ動白
○

ン の― タ 状態ス ヒクケークラ

○
圧力開閉器の状態

○
保護装置の状態

○トル の緩み定ボム
口架 回

○
油漏れ

〇
冷媒ガス漏れ

室
外
機

ュ
ニ
ツ
ト

備考欄
判 定点検項目

○フィルターの状態

○の状態傷等損汚れ交換器熱
○

ン ンハ 状態び排水及ドレ

○ネジ・ナットの緩み
○

ン 態の運転状モータアフ

の状態び損傷等張の り及トヤベ
ル

○の状態ベアリング、異音等
○

リモコンスイッチの状態

○パネルの汚れ状態
○

外観の状況

加湿器の作動確認

傷等の状態損れの汚湿器力日

室
内
機

ュ
ニ
ッ
ト

室外機 No.2
室外機 No.1単 位測定項目 207
207V運転電圧 3.6
2.6A運転電流

電気回路
100

100MΩ圧 縮 機 100
100MΩ送 風 機

絶縁測定

Mpa高圧圧力

Mpa低圧圧力
冷媒圧力

29日令不日74謝食日
野国。

備考
設置場所型式峯

No.1場置き室外機2階公園側PuZ―ERP45SKA7室外機ユニツト No.1
1階控室

PM―RP45FA9室内機ユニツト

No.2場外機置き室2階公園側MULZ― RX282AS室外機ユニツト No.21階控室MLZ―RX282AS室内機ユニツト

lL3G
1階控室隣 EPS

分電盤

使
用
機
種



パッケージ形空調調和機  定期点検

CK-1-1・ 1-2 2階控 室

点検 日 令不日7年 8月 29日

点検者 津波古・野国・喜久里・首間

型式名 設置場所 備考

使
用
機
種

室外機ユニット MULZ― RX282AS 屋 上 No.1

室内機ユニット MLZ―RX282AS 2階控室 No。 1

室外機ユニット MULZ― RX282AS 屋 上 No.2

室内機ユニット MLZ―RX282AS 2階控室 No.2

分電盤 1階控室隣 EPS lL3G

測定項 目 単 位 室外機 No。 1 室外機 No.2

電気回路
運転電圧 V 207 207

運転電流 A 3.2 4.6

絶縁測定
圧 縮 機 MΩ 100 100

送 風 機 MΩ 100 100

冷媒圧力
高圧圧力 Mpa

低圧圧力 Mpa

点検項目 判 定 備考欄

室
内
機

ユ
ニ
ツ
ト

フィァレターの状態 ○

熱交換器、汚れ・損傷等の状態 ○

ドレンパン及び排水状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモーターの運転状態 ○

ベルトの張り及び損傷等の状態

ベアリング、異音等の状態 〇

リモコンスイッチの状態 ○

パネルの汚れ状態 ○

外観の状況 ○

加湿器の作動確認

加湿器の汚れ・損傷等の状態

点検項目 判 定 備考欄

熱交換器の汚れ。腐食・損傷状態 ○

圧縮機の振動・異常音状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモータの運転状態 ○

自動制御ユニットの状態 ○

クランクケースヒータの状態 ○

圧力開閉器の状態 ○

保護装置の状態 ○

架台固定ボルトの緩み ○

油漏れ ○

室
外
機

ユ
ニ
ツ
ト

冷媒ガス漏れ ○



パッケージ形空調調和機  定期点検

CK-131階放送室

試検 日 令和7年 8月 29日

試検者 津波古。野国・喜久里・営間

型式名 設置場所 備考

使
用
機
種

室外機ユニット MULZ-222AS 2階公園側室外機置き場

室内機ユニット 口「LZ-222AS 放送室

分電盤 1階控室隣 EPS lL3

測定項 目 単 位 室外機

電気回路
運転電圧 V 207

運転電流 A 3.6

絶縁測定
圧 縮 機 MΩ 100

送 風 機 MΩ 100

冷媒圧力
高圧圧力 Mpa

低圧圧力 Mpa

点検項目 判 定 備考欄

室
内
機

ユ
ニ
ツ
ト

フィルターの状態 ○

熱交換器、汚れ・損傷等の状態 ○

ドレンパン及び排水状態 ○

ネジ。ナットの緩み ○

ファンモーターの運転状態 ○

ベルトの張り及び損傷等の状態

ベアノング、異音等の状態 ○

ヅモコンスインチの状態 ○

パネルの汚れ状態 ○

外観の状況 ○

加湿器の作動確認

加湿器の汚れ・損傷等の状態

点検項目 判定 備考欄

熱交換器の汚れ・腐食・損傷状態 〇

圧縮機の振動・異常音状態 ○

ネジ・ナットの緩み ○

ファンモータの運転状態 ○

自動制御ユニントの状態 ○

クランクケースヒータの状態 ○

圧力開閉器の状態 ○

保護装置の状態 ○

架台固定ボルトの緩み ○

油漏れ ○

室
外
機

ユ
ニ
ツ
ト

冷媒ガス漏れ ○



型式 LP-1000XR2-59

記 号 HEP-1(1)

設置場所 4階空調機械室外部

全熱交換器  定期点検

点検 日 令和7年8月 29日

点検者 津波古・野国・営問・喜久里

点 検 項 目 判 断 基 準 判定 不良内容等

固基

定礎
菩円・

天丼基礎、ひび割れ 異常がない ○

固定金具、吊リボルト 劣化、緩みがない ○

外

観
の

状

況

本体及び点検口 さび、腐食、変形、破損等がない × ※ 1

フィルター 詰まり、損傷等がない ○

保温材 破損がない ○

レ熱
メ交
ン換
トエ

エレメント 詰まり、汚れ、損傷がない ○

ケーシング 汚れ、さび、腐食等がない ○

電
気

系
統

電源電圧 定格値の±10%以内にある ○ 207V

ジレー 正常に作動する O

端子類 緩み、変色、溶損等がない ○

電動機

電流値 定格値以下である ○ 42.6A

絶縁抵抗 lM Ω以上である ○ 100M Ω

発 熟 異常な発熱がない ○

駆 動 音、振動等がない ○

記 事
* lY:年 1回点検 ・ 6M:6月 1回点検 ・ lM:月 1回点検
分電盤 :屋上機械室 (3P2)
※1本体 給還気ダクト錆腐食あり(補修が必要です)

判定マTク :○ =異常なし、△=要注意、×=異常あり、一三該当箇所なし



型式 LP-1000XR2-59

記 号 HEP-1(2)

設置場所 4階空調機械室外部

全熱交換器  定期ン点検

点検日 令和7年8月 29日

点検者 津波古・野国。営間・喜久里

点 検 項 目 判 断 基 準 判定 不良内容等

固基

定礎
音Б・

天丼基礎、ひび割れ 異常がない ○

固定金具、吊リボルト 劣化、緩みがない ○

外
観
の

状

況

本体及び点検口 さび、腐食、変形、破損等がない × ※ 1

フィルター 詰まり、損傷等がない ○

保温材 破損がない ○

レ烈
メ交
ン換
トエ

エレメント 詰まり、汚れ、損傷がない O

ケーシング 汚れ、さび、腐食等がない ○

電
気

系
統

電源電圧 定格値の±10%以内にある ○ 207V

リレー 正常に作動する ○

端子類 緩み、変色、溶損等がない ○

電動機

電流値 定格値以下である O 44.3A

絶縁抵抗 lM Ω以上である ○ 100M Ω

発 熱 異常な発熱がない O

駆 動 音、振動等がない O
記事
* lY:年 1回′点検 ・ 6M:6月 1回ザ点検 。 lM:月 1回′点検
分電盤 :屋上機械室 (3P2)
※1本体 給還気ダクト錆腐食あり(補修が必要です )

判定マークiO=異常なし、△=要注意、×=異常あり、一三該当箇所なし



型式 LGH一N65RXD

記 号 HEU-1
設置場所 2階トレーニング室

全熱交換器  定期υ点検

点検 日 令和7年8月 29日

点検者 津波古・野国・営間・喜久里

点 検 項 目 判 断 基 準 判定 不良内容等

固基
定礎
吉Б・

天丼基礎、ひび割れ 異常がない ○

固定金具、吊リボルト 劣化、緩みがない ○

外
観
の

状

況

本体及び点検口 さび、腐食、変形、破損等がない ○

フィルター 詰まり、損傷等がない ○

保温材 破損がない ○

レ熱
メ交
ン換
トエ

エレメント 詰まり、汚れ、損傷がない ○

ケーシング 汚れ、さび、腐食等がない ○

電
気

系
統

電源電圧 定格値の±10%以内にある O 207ヽ /

リレー 正常に作動する O

端子類 緩み、変色、溶損等がない ○

電動機

電流値 定格値以下である ○ 2.3A

絶縁抵抗 lM Ω以上である O 100M Ω

発 熱 異常な発熱がない ○

悟区 =力 音、振動等がない ○

田己事
* lY:年 1回′点検 ,6M:6月 1回′点検 ・ lM:月 1回′点検
分電盤 :2階 自販機隣 EPS(2LlG)
エラー表示されている為、部品取替え望みます。  運転に問題はありません。
エラーコード5101(吸込サーミスタ異常)

判定マークiO=異常なし、△=要注意、×=異常あり、一=該当箇所なし



型式 LGH一N50RXD

記 号 HEU-2
設置場所 2階多目的室

全熱交換器  定期′点検

点検 日 令和7年8月 29日

点検者 津波古・野国・営間・喜久里

点 検 項 目 判 断 基 準 判定 不良内容等

固基
定礎
吉円。

天丼基礎、ひび割れ 異常がない O

固定金具、吊リボルト 劣化、緩みがない ○

外
観
の

状

況

本体及び点検 口 さび、腐食、変形、破損等がない ○

フィルター 詰まり、損傷等がない ○

保温材 破損がない O
レ熱
メ交
ン換
トエ

エレメント 詰まり、汚れ、損傷がない ○

ケーシング 汚れ、さび、腐食等がない O

電

気
系
統

電源電圧 定格値の±10%以内にある ○ 207ヽ /

ノレー 正常に作動する O

端子類 緩み、変色、溶損等がない ○

電動機

電流値 定格値以下である ○ 1.4A

絶縁抵抗 lM Ω以上である ○ 100M Ω

発 熱 異常な発熱がない ○

馬区 重力 音、振動等がない ○

記事

銑躇竜霞飴 響宅♂亮早
点検・lM:月 1回点検

エラー表示されている為、部品取替え望みます。  運転に問題はありません。
エラーコード6607(通信異常)

判定マーク:○ =異常なし、△=要注意、×=異常あり、一三該当箇所なし



全熱交換器 定期ン点検

点検日 令和 7年8月 29日
点検者 津波古・野国・営間・喜久里

型式 LGH―N35RXD
記 号 HEU-3
設置場所 2階控室 )(3 4(

点 検 項 目
判 断 基 準

判定 不良内容等
天丼基礎、ひび割れ 異常がない

○
固基
定礎
部・
固定金具、吊リボルト 劣化、緩みがない

○

本体及び点検口 さび、腐食、変形、破損等がない
○

フィルター
詰まり、損傷等がない

○

外
観
の
状
況 保温材 破損がない

○
エレメント

詰まり、汚れ、損傷がない O

レ

メ交
ン換
トエ ケーシング

汚れ、さび、腐食等がない
○

電源電圧
定格値の±lo%以内にある

○ 20
ノレー

正常に作動する
○

端子類
緩み、変色、溶損等がない O

電流値 定格値以下である
○

1.1

絶縁抵抗 lMΩ 以上でぁる
○ 100M Ω

発 熱 異常な発熱がない
○

電
気
系
統

電動機

駆 動 音、振動等がない
○

ム筆 砲 農 で

。6M制 1回齢 。 lM:月 1疎 検

判定マークio=異常なし、△=要注意、×=異常あり、一三該当箇所なし



型式 LGH一N25RXD

記 号 HEU-4
設置場所 1階控室 (1)(2)

全熱交換器  定期′点検

点検 日 令和7年8月 29日

点検者 津波古・野国・首間・喜久里

点 検 項 目 判 断 基 準 判定 不良内容等

固基

定礎
菩Б・

天丼基礎、ひび割れ 異常がない ○

固定金具、吊リボルト 劣化、緩みがない ○

外
観
の

状

況

本体及び点検口 さび、腐食、変形、破損等がない O

フィルター 詰まり、損傷等がない ○

保温材 破損がない O
レ黙
メ交
ン換
トエ

エレメント 詰まり、汚れ、損傷がない ○

ケーシング 汚れ、さび、腐食等がない ○

電
気

系
統

電源電圧 定格値の±10%以 内にある O 207ヽた

ジレー 正常に作動する ○

端子類 緩み、変色、溶損等がない O

電動機

電流値 定格値以下である ○ 0.6A

絶縁抵抗 lM Ω以上である ○ 100M Ω

発 熱 異常な発熱がない O

駆  動 音、振動等がない ○

記事
* lY:年 1回 J点検 ・ 6M:6月 1回′点検 。 lMI月 1回′点検
動力盤 :1階控室隣 EPS(lL3)
エラー表示されている為、部品取替え望みます。  運転に問題はありません。
エラーコード5402(温湿度センサー不良)

判定マーク:O=異常なし、△=要注意、×=異常あり、一=該当箇所なし



型式 LGH一N15RXD

記 号 HEU-5
設置場所 1階事務室

全熱交換器  定期ン点検

点検 日 令和7年8月 29日

点検者 津波古・野国・首間・喜久里

点 検 項 目 判 断 基 準 判定 不良内容等

固基

定礎
部 。

天丼基礎、ひび割れ 異常がない ○

固定金具、吊リボルト 劣化、緩みがない ○

外
観
の

状

況

本体及び点検 口 さび、腐食、変形、破損等がない ○

フィァレター 詰まり、損傷等がない ○

保温材 破損がない ○

レ烈
メ交
ン換
トエ

エレメント 詰まり、汚れ、損傷がない ○

ケーシング 汚れ、さび、腐食等がない O

電
気

系
統

電源電圧 定格値の±10%以内にある ○ 207V

リレー 正常に作動する O

端子類 緩み、変色、溶損等がない ○

電動機

電流値 定格値以下である ○ 0,7A

絶縁抵抗 lM Ω以上である ○ 100M Ω

発 熱 異常な発熱がない ○

駆 動 音、振動等がない O
記事
* lY:年 1回′点検 ・ 6M16月 1回′点検 。 lMI月 1回 J点検
動力盤 :1階事務室

判定マークiO=異常なし、△=要注意、×=異常あり、一三該当箇所なし



型式 LGH一N15CXD

記 号 HEU-6
設置場所 放送室

全熱交換器  定期ン点検

点検 日 令和7年8月 29日

点検者 津波古・野国・営聞・喜久里

点 検 項 目 判 断 基 準 判定 不良内容等

固基
定礎
部・

天丼基礎、ひび割れ 異常がない ○

固定金具、吊リボルト 劣化、緩みがない ○

外
観
の

状

況

本体及び点検 口 さび、腐食、変形、破損等がない O

フィルター 詰まり、損傷等がない ○

保温材 破損がない ○

レ熟
メ交
ン換
トエ

エレメント 詰まり、汚れ、損傷がない ○

ケーシング 汚れ、さび、腐食等がない ○

電
気

系
統

電源電圧 定格値の±10%以内にある O 207V

ジレー 正常に作動する ○

端子類 緩み、変色、溶損等がない ○

電動機

電流値 定格値以下である ○ 0.5A

絶縁抵抗 lMΩ 以上である ○ 100M Ω

発 熱 異常な発熱がない ○

駆 動 音、振動等がない ○

記事
* lY:年 1回′点検 ・ 6M:6月 1回′点検 ,lM:月 1回′点検
動力盤 :1階控室隣 EPS(lL3)
エラー表示されている為、部品取替え望みます。  運転に問題はありません。
エラーコード5402(温湿度センサー不良)
エラーコード6607(通信異常)

判定マークiO=異常なし、△三要注意、×=異常あり、一三該当箇所なし



与那原町観光交流施設 雨水濾過装置・自動塩素滅菌装置点検

点検 日 令和 7年 9月 たr日

設置場所 消火ポンプ室

承 認 印

仲格

株式会社国 際 ビ ル 産 業

代表取締役

本 社
T901-2122

沖縄県

中部支社 沖縄県
T904-0035

FAX098-930-1815

判定マーク: γ=異常なし、△=要注意、×=異常あり、一=該当箇所なし

点 検 項 目 判 断 基 準 判定 備考欄

1.外観機能点検
ろ過器本体・付属品 動作・漏水確認 (電動四方弁) /ヽ

ろ過器付属配管・弁等 動作・漏水確認 /ヽ

ろ過タンク 圧力状況 V Dす oす  W峰 a
動作確認 各工程・流量及び工程確認 ′ヽ

薬液注入ポンプ 動作・吐水量確認 V

ろ過ポンプ

異音・シール部・動作確認 V

電圧値 y 又か∫  v
電流値 yヽ ズ 宦ヽ A
絶縁抵抗値 V /か 6  WI Ω

制御盤
表示類の確認 V

リレー等損傷の有無 /ヽ

ろ過タンク内音円 内部・ろ材量確認 (年 1回 ) ‐

2

薬液タンク
久亜塩素酸ナトリウム V 残量 :´丁上側

ポリ塩化アアレミニウム ▼ 残量:が,刃

備考欄

点検者 津波古 司



保存期間 3年

太陽光発電設備点検報告書

顧 客番 号 :  230024

お客様名 :与那原町観光交流施設 (太陽光設備)様

自家用電気工作物の点検結果について下記のとおりご報告致します。
なお、指摘事項につきましては、電気災害 (感電、火災、波及事故)並びに
機器の故障又は焼損等を未然に防止する為、早日の改修をお願い致します。
また、高圧電気室 (キュービクル)又は構内電柱付近で作業等を実施する際は、
事故防止の為、弊社へ事前にご連絡下さいますようお願い申し上げます。

で鋸圏巖 業
令和 7年 7月 /≧ 日 早 )天気犀メレ

本ネ土  〒901‐ 2122

沖縄県浦添市勢理客3‐ 9‐ 1

株式会社 国際ビル
施設管理部電気保
ロヨ言舌 098-876-8114
FAX 098‐876‐ 6648

電
孫 安管理担当者

お客様印

加凋

点検

項目
点検項目 点検要領 点検結果 備考

太
陽
電
池
ア
レ
イ

架

太陽電池モジュール表面の汚れ

及び破損
表面に著しい汚れ、傷及び破損がないこと

ゑ
太陽電池モジュールフレームの

破損及び変形
フレームに破損及び著しい変形がないこと 允

架台の腐食及び破損

外架台に著しい傷、汚れ、さび、腐食及び破損

がないこと (さ びの進行のない、めっき鋼板の

端部に発生するさびは除く) 挑
ケーブルの破損 ケーブルに著しい傷、破損がないこと ウ

電線管の破損
配線ケーブルを納める配管に著しい傷、腐食な

どがないこと 凌
周囲の状況

陰の状態の確認、鳥の巣、雑草、樹木などの状

態が安全、性能に著しい影響のないこと 携
集 接
電 続
箱 箱

外箱の腐食及び破損
外観に著しい腐食、さび、傷、及び機能を損な

う可能性のある破損がないこと 覆
外部配線の損傷等 外部配線の損傷及び接続端子に緩みがない 後

パ

ワ

|

コ

ン

ア

イ

ン

ヨ

ナ

P
C
S

外箱の腐食及び破損

外観に著しい腐食、さび、傷、及び機能を損な

う可能性のある破損がないこと。(鍵付きの場

合)扉の施錠がされていること

ヽ

資

外部配線 (接続ケーブル)の損傷
PCSへ接続する配線に著しい傷、破損がない
こと 第

電線管の破損
配線ケーブルを納める配管に著しい傷、腐食

などがないこと 縁

異常音など
運転時の異常昔、異常な振動、異臭及び異常な

過熱がないこと 仏
表示部の異常表示

表示部に異常コー ド、異常を示すランプの

点灯、点滅などがないこと λ
換気ロフィルター フィルターに汚れ、目詰まりがないこと 蕩
発電状況 表示部の発電状況に異常がないこと 稜
表面温度 猛   ℃ え め豹か増舞♂

保護

装置

異常音など 異常音、異臭がないこと

動作表示 動作表示の有・無

発電

電力

電力量計(取引用計量器) メータが正しく動作していること

本国発電量 kVVh 前月の発電量 kWh

総債算発電量 kWh 今月の発電量 kWh



保存期間 3年

自家用電気工作物 (月 次)点検報告書
令和7年 /9月 /争瞑

顧 客番
‐
号 :  230023

お客様名 :与那原町観光交流施設(需要設備)様

お客様印

/中拡
本たと  〒901‐2122
沖縄県浦添市勢理客 3‐ 9‐

株式会社 国際 ビル

施設管理部電気保
ロヨ言舌 098-876-8114
FAX 098‐ 876‐6648

自家用電気工作物の点検結果について下記のとおりご報告致します。
なお、指摘事項につきましては、電気災害 (感電、火災、波及事故)並びに
機器の故障又は焼損等を未然に防止する為、早目の改修をお願い致します。
また、高圧電気室 (キュービクル)又は構内電柱付近で作業等を実施する際は、
電気事故防止の為、弊社へ事前にご連絡下さいますようお願い申し上げます。

保安管理担当者

(入門時刻: ノυ 時 (ジ∂分)
保安担当補助者

※ 指摘事項の改修緊急度 (B:適宜改修、C:至急改修 )

※点検対象設備等について次の(1)～ (5)までの点検を実施しました。

始動 √s停口

's(3相
220V、 105kVA、 力率 80%)試運転時間 :ダ 9時罫秀 ～ /o時 んゼ蒼

圃
開
Ｌ
ル
薗

1.問  診
電気設備からの異音、異臭等 有 ④ 電気設備の増設又は変更 有 Q その他 相談・助言 〇 空と

2.点検結果

り乃ИHI ,1ミダ
，
ハ
ー

し
ヽ
ヽ
‐
′
ノ ″

げ

一 伊劇

κ呼ド了
[r

、りⅢ7 レt

3.外観点検
電線とそれ以外の物との離隔距離の適否。(3)機械器具、

の取付け状態及び過熱の有無。 (4)接地線等の保安装置の取付け状態。 (5)その他必要に応じて、保安規程に定めた項目
異臭又(1)電気工作物からの

結果点検対象設備等 結果 点検対象設備等

引 込 設 備 引込開閉器 (PAS)、 地絡継電器 (GR)、 引込線、
引込柱、腕金、支線、高圧引込ケープル等 ス 構 造 物 詞曇蕎憂探隷 謹鶴鵡謡鍮縛

齢 H

ハ 負 荷 設 備 動力制御盤、電動機、電熱器、電気溶接機、照明設
備、配線及び配線器具、その他の機器、接地装置 ハ

断路器 (DS)、
圧負荷開閉器

電カヒューズ(PF)、 遮断器 (CB)、 高
(LBS)、 高圧カットアウトスイッチ (PC)

接 地 工 事 施設状況 (接地線、保護管等) A変圧器、高圧コンデンサ(SC)、 直列リアクトル(SR) 八
出力電圧 為  V

受 電 設 備

避雷器 (LA)、 計器用変成器 (変圧器、変流器 )、
零相変流器 (ZCT)、 母線、その他の高圧機器 八 蓄電池設備

充電装置蓄電池本体、
附属装置 出力電流 A

Å
用
備常翻

非
発

内燃機関、燃料装置、冷却装置、潤滑装置、排気
装置、始動装置、発電機、励磁装置、接地装置、
遮断器・開閉器、配電盤、発電設備室、キュービク
ル外箱、制御装置

沐
・制御回路、電圧計・電流計、パイロットラン
、漏電遮断器 (ELB)、 MCCB、 刃形開閉器
ヒューズ (F)、 過電流継電器 (OCR)、 地絡
(GR)、 その他の保護継電器等

(KS)、

継電器

配電盤
プ (PL)

高圧機器配線接続部 (最大値  灘も  ℃) A

受 電 盤
配 電 盤

低圧絶縁監視装置 (検出部、発信部) 活線温度測定

*判定基準 A:良好 B:要注意  C:不良 /:該 当無し 以前からの要注意または不良個所は、◎ 《⊃を記入する。

4.高圧受電盤の電圧、電流測定及び高圧変圧器二次側の電圧、電流測定、漏れ電流測定並びに変圧器温度測定

※ 高圧受電電圧 : を査イっ V、 受電電流 :  s A、 受電電力 :  党え kW、 力率 : ,ο υ %

盤 名 相
変圧器容量
[kVA]

次電圧

[V]

二次電流
EA]

漏れ電流
[nA]

変圧器表面
温度 [℃ ]

低圧電灯盤 単相 100 /◆ 3/じめ2 舜υ/ク 9 ♭ 』守

低圧動力盤 二相 200 之υち ブユ /? θワ

スコントトランス盤
スコット

Tr
30

Nα l ノr)色b生乏ひ写 攣 /占 p やヽ7
Nα2 /D″庖多υ″ か /ヨ D

5.非常用発電設備

試
運
転
結
果

内燃機関部 潤 滑 油 冷却水量 蓄電池液量 蓄電池電圧 主幹プレーカ 燃 料 残 量 停止装置の復帰

① 否 Q 否 Q 否 ⑥ 否 立ス♭ V (入も 切 1/2 ο F と良う 否
発電機部 出 力 電 圧 周 波 数 潤 滑 油 圧 潤滑油温 冷却水温 回 転 数 運転後の切替スインチ位置

否 ‐
)ュ′⊇ V どスS HZ 島ν kPa ズチ

`℃
4き ℃だ之θ min l 〇 ・ 手動・ 遠方



保存期間 3年

顧 客番 号 :  230024

お客様名 :与那原町観光交流施設(太陽光)様

自家用電気工作物 (月 次)点検報告書  P鍋 寵弱鋲
お客様印

/中本/広

令和 7年 ノυ月次館日 (っ 10天 気 t←に

本社 〒901‐ 2122
沖縄県浦添市勢理客

株式会社 国際 ビル

施設管理部電気保
電高浄 098-876-8114
FAX 098‐ 876‐6648

自家用電気工作物の点検結果について下記のとおりご報告致します。
なお、指摘事項につきましては、電気災害 (感電、火災、波及事故)並びに
機器の故障又は焼損等を未然に防止する為、早日の改修をお願い致します。
また、高圧電気室 (キュービクル)又は構内電柱付近で作業等を実施する際は、
電気事故防上の為、弊社へ事前にご連絡下さいますようお願い申し上げます。

保安管理担当者 仲座 俊成  印

(入門時刻 : / 時ご0分 )
保安担当補助者

※ 指摘事項の改修緊急度 (B:適宜改修、C:至急改修 )

※点検対象設備等について次の(1)～ (5)までの点検を実施しました。

備考 ―的にリ ガ 一ぅ25γク <νλ

1.問  診

電気設備からの異音、異臭等 有 0 電気設備の増設又は変更 有 ◇ その他 相談・助言 有 ○

2.点検結果

3.外観点検
(1)電気工作物からの異音、異臭又は損傷、汚損等の有無。(2)電線とそれ以外の物との離隔距離の適否。(3)機械器具、配線
の取付け状態及び過熟の有無。 (4)接地線等の保安装置の取付け状態。 (5)その他必要に応じて、保安規程に定めた項目の確認

点検対象設備等 結果 点検対象設備等 結果

引 込 設 備 引込開閉器 (PAS)、 地絡継電器 (GR)、 引込線、
引込柱、腕金、支線、高圧引込ケープル等 ス 構 造 物 電気室建物、キュービクル式受電設備、変電設備

の金属製外箱等、配電設備、施錠、危険標識 ム

受 電 設 備

断路器 (DS)、 電カヒューズ(PF)、 遮断器 (CB)、 高
圧負荷開閉器 (LBS)、 高圧カットアウトスインチ(PC) 八 負 荷 設 備 動力制御盤、電動機、電熱器、電気溶接機、照明設

備、配線及び配線器具、その他の機器、接地装置 A
変圧器、高圧コンデンサ (SC)、 直列リアクトル (SR) A 接 地 工 事 施設状況 (接地線、保護管等)
避雷器 (LA)、 計器用変成器 (変圧器、変流器 )、
零相変流器 (ZCT)、 母線、その他の高圧機器 人 蓄電池設備

蓄電池本体、充電装置
附属装置

出力電圧 ―  V

出力電流 _ A

受 電 盤
配 電 盤

配電盤・制御回路、電圧計・電流計、パイロントラン
プ(PL)、 漏電遮断器 (ELB)、 MCCB、 刃形開閉器
(KS)、 ヒューズ (F)、 過電流継電器 (OCR)、 地絡
継電器 (GR)、 その他の保護継電器等

A 非 常 用薬 電 設 備

内燃機関、燃料装置、冷却装置、潤滑装置、排気
装置、始動装置、発電機、励磁装置、接地装置、
遮断器・開閉器、配電盤、発電設備室、キュービク
ル外箱、制御装置

低圧絶縁監視装置 (検出部、発信部) 活線温度測定 高圧機器配線接続部 (最大値 ℃ ) A
*判定基準 A:良好  B:要注意  C:不良 /:該 当無し 以前からの要注意または不良個所は、◎ 《⊃を記入する。

4.高圧受電盤の電圧、電流測定及び高圧変圧器二次側の電圧、電流測定、漏れ電流測定並びに変圧器温度測定

※ 受電電圧 : ぁ紗 V、 受電電流 : ξ A、 受電電力 :― μξ kWヽ 力率 :/''%、 漏れ電流 :   mA

盤 名 相
変圧器容量
[kVA]

次電圧

[V]

二次電流

[A]
漏れ電流
[mA]

変圧器表面
温度〔℃]

低圧動力盤 二相 200 ュ97 //′



エレベー_夕定期点検報告書

中
ご
認
印 る競

株式会社 エ レ ドック ,中 縄
〒9000032沖縄県那覇市松山2丁目23番 17号

TEL.(098)861-7735
FAX.(098)861-7737

保守作業の結果を下記の通 りご報告
申し上げます。

年 月

0機械室

②

0-―
0-

日

９

　

０

0

0

,

お客様の要望 1 オ食    E日 検     印

点検員 rlガ令
坪

ｋ

薙ゝ

作業箇所 号機 1 作業箇所 号機 1

0機本ォ戎室環境状況 レ 0階床選択機

②制御盤 レ 0そらせ車

0電動機、巻上機
レ 0油圧ユニット

0ブレーキ
レ
0停電管制装置

機
　
械
　
室
0調速機

0内室、床、照明
レ 0扉、レール、ハンガー

レ

O操作盤、表示装置
し 0ガイドシュー 諺

②非常連絡装置
:
0篭上スイッチ及機械 L

0戸閉め安全装置 0かご非常止め装置

ムか一　
　
分
」

0扉開閉機 0停電灯

④戸の開閉状況 ④各階レベル

0各階ドアロック、スイッチ / 0各階押釦表示装置
出
入
口 ②各階扉、レール、ハンガー I 0敷居 汚

0塔内・ピット環境状況 命 ⑩つり合ヤヽおもり 形

0メインロープ、ガバナロープ 0移動ケーブル

④ガバナロープ張り車 ⑫緩衝器

塔
内
・ピ
ツ
ト の上、下部リミットスイッチ 〇プランジャーシリンダー

(備考)

プ

rノ イ_占と

FfttL 泣

とな

日常管理のお願い

○積載量、方法、定員等をお守り下さい。

O篭内ではあばれたリドアーに寄り掛からないで下さい。
○出入日の敷居は常に清掃をして下さい。

O地震、火災時は絶対に使用しないで下さい。

口

“
則
ｏ
こ
Ｅ

0

⑫
か

ど

室

Θ

O

レ印

()F「

E日

×F日

異常のないもの

部品交換、調整、清掃、給油したもの

横線及び斜線は、作業外項目のため抹消したものを表す。

改善、部品交換を要する物

的

⑫


